
水道ビジョンの策定について

湯沢市 建設部 上下水道課
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〇事業数

上水道 ２地域

簡易水道 ２２地域

小規模水道 ７地域

〇計画給水人口 51,534人

〇計画一日最大給水量 27,446㎥

〇給水人口 36,391人

〇給水戸数 15,582戸

〇一日平均配水量 12,181㎥

〇管路延長 約620㎞

※令和３年度末現在

水道事業の概要

３１地域

概 要

稲川地域

雄勝地域

泥湯小規模水道

稲川地区上水道

三ツ村簡易水道

湯ノ岱簡易水道中山小規模水道

市野小規模水道

長石田簡易水道

山田簡易水道

高松簡易水道

院内簡易水道

南沢簡易水道

小沢簡易水道

真木簡易水道

川井簡易水道

野中簡易水道

板戸簡易水道

小安簡易水道

湯元簡易水道

羽場簡易水道

中生簡易水道

宇留院内簡易水道

高松東部簡易水道

下新田小規模水道

岳ノ下小規模水道

横堀・小野簡易水道

磯簡易水道

矢地ノ沢小規模水道

小渕ケ沢小規模水道

貝沼・皿小屋簡易水道

落合・沖ノ沢簡易水道

湯沢地区上水道

凡　　例

上水道区域

簡易水道区域

小規模水道区域



水道ビジョン策定の趣旨

・人口減少に伴う水需要の減少による給水収益の減少

・過去に整備された水道施設・水道管の老朽化に伴う更新需要の増大

・地震を始めとする様々な自然災害への対応

・計画的な施設、設備更新のために必要な資金の確保

・水道事業に携わる職員数の減少による人材確保および育成
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市町村合併後、平成１９年に湯沢市水道ビジョンを策定し事業運営を行ってき
ました。しかし、水道事業を取り巻く環境は日々変化しており、以下の課題が生
じています。

課題を解決し、安全な水の安定供給を維持する

ためには、水道事業の基盤強化を図ることが必要

新たな

水道ビジョン
が必要!!

課題
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水道施設、管路の更新需要(累計)および
給水人口と給水収益の将来予測
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更新需要累計

（億円）

給水収益

（億円） 更新需要(累計) 給水収益 給水人口

給水収益
約７億円(R5)→約５億円(R44)

約29％減少

給水人口
35,554人(R5)→17,620人(R44)

約50％減少

更新需要(累計)
約７００億円
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資産額(億円) 健全資産 経年化資産 老朽化資産

更新を実施しない場合の資産の健全度

【老朽化資産】
基準更新周期を超過
している施設と管路

R44老朽化資産
68.7％

【経年化資産】
法定耐用年数を超過
し、基準更新周期※2

未満の施設と管路

【健全資産】
法定耐用年数※1以内
の健全な施設と管路

【法定耐用年数】※1

地方公営企業法に基づく施
設ごとの耐用年数

【基準更新周期】※2

法定耐用年数を基に実使用
年数などの根拠により設定
した更新の基準年数
（日本水道協会「水道施設更新指
針」より引用）



国の新水道ビジョンの目指すべき方向性

時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、必
要な量、いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受け
取ることが可能な水道
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水道の理想像

厚生労働省

※出典：新水道ビジョン【参考】（平成25年、厚生労働省）



市の新たな水道ビジョンの策定に向けて
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水道事業の現状と課題の整理
・水道施設及び事業経営に関する現状と課題

水道の理想像と目標設定
・50年、100年先を見据えた水道の理想像の設定

推進する実現方策
・目標を達成するための推進すべき具体的施策の設定

新たな水道ビジョンの策定
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湯沢市上下水道事業懇談会の進め方について

① R４年６月 策定の趣旨、課題と目指すべき方向性

② R４年７月 水道施設の現場視察、意見交換

③ R４年８月「新たな水道ビジョン素案たたき台」について意見交換

④ R４年９月「新たな水道ビジョン素案」について意見交換
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懇談会の意見を活用し

新たな「水道ビジョン

（案）」をまとめる。

新
た
な
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

第1回

〇座長・副座長互選

〇趣旨・策定について

第3回

〇素案たたき台

〇意見交換

第2回

〇現場視察

〇意見交換

第4回

〇素案

〇意見交換


